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全 16 回の講義で心にのこったことや気づいたことや学んだこと、今後の実践に活かして

いきたいことなど、感想もふくめてお書きください（自由記述）。 

 

私がとても印象に残ったお言葉は、「子どもたちにとって遊びとは、誰かに指示されて行

うものではなく、自分の意思で遊びたいから遊ぶ。「何をして」「誰と」「いつまで」遊ぶの

かということについても子ども自身で決定すること。そもそも「遊ばない」という選択も子

ども自身によって決定するものである」というお言葉です。 

日々子どもたちと関わる中で、さっきまであの子と一緒に遊んでいたのにふと指導員に甘え

てくる子がいます。そんな風に子どもたちが甘えてくる瞬間というのは学童指導員にとって

大変嬉しいものでもありますが、「お友達となんかあったのかな？遊ばなくていいのかな？」

という心配の気持ちから「みんなと遊んでこなくていいの？」という声かけをすることがあ

ります。ですが、今回の講義を通してその言葉がけは、子どもたちからしてみると「遊んで

おいで」という風に聞こえていなかったかと心配になりました。学童では、毎日全員が元気

よく「ただいま！」と帰ってくる子どもたちばかりではなく、学校から様々な気持ちを抱え

て帰ってきます。学校で一生懸命頑張りすぎて疲れている子、今日はいつも仲良しの友達が

学童お休みで元気がない子、本当はおうちに帰ってゆっくりしたいと思っている子など、そ

れぞれ違うからこそ、いろいろな学童でのすごし方を子どもたちが選択できるといいなと思

っています。そして、元気に「ただいま！」と帰ってくる子どもたちに、「今日も 1 日学校

お疲れ様」という気持ちを込めてしっかりと指導員が「おかえり」とあたたかく迎え入れて

いくことは子どもたちに安心して学童ですごしてもらえるための、とても大切な言葉がけに

なっているのではないかと感じました。 

 そして、子どもたちが楽しそうに遊んでいるときには指導員はとてもうれしいものです。

そんな子どもたちの「こんな遊びがしたい！これやりたい！」と言ってくれるものが相談し

てくるだけあって少々危険であったり、「やらせてあげたいけど、どうしようかな」と悩む

ものも多いです。ですが、すぐに否定するのではなくて、まずはやれる方法を、“子どもた

ちと一緒に一生懸命考えてみる“というのが日々大切だと思っています。そんな子どもたち

の気持ちに少しでも多く寄りそいながら、これからも放課後の意味を考え続けていく必要が

あるなと思いました。 


